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U-12メディカルサポートの活動時間＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
TRの場合(人工芝)

9:00-11:30



U-12メディカルサポートの活動時間

day1 
9:00-11:30 
13:30-16:00 
その他 
day2 
9:00-11:30

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
合宿の場合(天然芝)



U-12メディカルサポートの活動内容

8:30 スタッフMT 
8:45 問診、初期怪我人確認 
9:00 w-up 
9:10 TR開始 
　　※負傷者あれば対応 
11:15 c-down 
11:30 TR終了、報告

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
TRの場合

※初期怪我人があればw-up後より個別TR



U-12メディカルサポートの活動内容

8:30 スタッフMT 
8:45 問診、初期怪我人確認 
9:00 w-up 
9:10 AMTR開始 
　　※負傷者あれば対応 
11:15 c-down 
11:30 AMTR終了、報告

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

13:15 怪我人確認(簡易) 
13:30 w-up 
13:45 PMTR開始 
　　※負傷者あれば対応 
15:30 c-down 
15:45 PMTR終了、報告 
18:00 宿舎にて指導活動等

合宿の場合 day1

※初期怪我人があればw-up後より個別TR



U-12メディカルサポートの活動内容＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

※初期怪我人があればw-up後より個別TR

合宿の場合 day2

8:30 スタッフMT 
8:45 問診、怪我人確認 
9:00 w-up 
9:10 TR開始 
　　※負傷者あれば対応 
11:15 c-down 
11:30 TR終了、報告



問診表以外での質問、体調評価

• 朝食摂取状況 
• 前日睡眠時間 
• 気分不快の有無 
• 顔色、声かけへの反応 
• 各チームでの練習状況

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

※全ての選手ではなく、不調者のみ



熱中症の分類＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿発生状況
熱中症レベル 
I度：3-5名/日 
II,III度：0名 

(2019,2020年6,7,9月) 
発症者状況 
食直後の活動、クーラー生活 
発症者症状 
気分不快、頭痛　※自立歩行可 
発生時対応 
報告：コーチ→保護者



現場対応の実際 I度で食い止める＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

• 日陰で休息 
• ソックス、シューズ等の紐類を緩める 
• 水分摂取(スポーツドリンク等) 
• 大血管あたりのクーリング(氷嚢) 
• 下肢挙上位を勧める(=安静臥位)

→30分ほどの休息で、症状が回復しない場合、医療機関へ

※U-12現場では、全ての選手が回復し様子見



＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿熱中症になりやすいタイミング



＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿WBGT(暑さ指数)



フィールド特性を考慮

• 輻射熱の違い(気温30-33℃)  
　天然芝 ： 路面温度35-40℃  
　人工芝 ： 路面温度70-80℃  
　　　　　※ヘルシークレー工法で温度低下を図っている 
→WBGT：厳重警戒レベル以上

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

人工芝でのTR開始時、特に注意が必要





U-12TR時間



水分摂取、休息のタイミング

• いつでも摂取が出来るよう自己にてTR近くで管理 
• cooling break or 飲水タイムを設ける

• ゲーム不参加時、直射を避けるよう日陰へ移動させる 
• 気分不快時などは、早期に申告させ退避させる

水分摂取のタイミング

休息のタイミング

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



その他回復方法
クーリングアイテムの活用

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



その他回復方法
クーリングアイテムの活用

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



その他回復方法
クーリングアイテムの活用

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



最後に

• 夏季の外気温に順応するまで、14日間程かかると言わ
れている(暑熱順化) 
• 昨年よりコロナ禍での活動縮小に伴い、各チームでの練
習機会が減っている 
• 今年度のサポートでは、初期問診から暑熱順化の把握を
行うことで、熱中症発生を防ぐとともに、発生時に早期
発見ができるよう取り組む

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



熱中症対応のkey word

• F ： Fluid 水分補給 
• I  ： lcing 冷却 
• R ： Rest 安静 
• E ： Emergency119 救急119通報

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

FIRE



参考文献、画像引用

参考文献 
1)日本救急医学会 熱中症診療ガイドライン2015 
2)JSPO スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック 

画像引用 
CRYO CONTROL(アイスバス) 
WBGT測定器(TANITA)

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



 発表は以上です 
ご静聴ありがとうございました



参考情報

• 人工芝に対する散水 
　直後の温度上昇はあるが、1時間程度で天然芝と同レベル 
　の路面温度にすることができる 
• WBGT測定計算式 
　0.7 × 湿球温度 + 0.2 × 黒球温度 + 0.1 × 乾球温度 
• ヘルシークレー工法 
　固形剤を混ぜて、通常の土より、水捌けの良い土壌を形成 
　通常の土と比較し、3-5℃の温度低下が可能

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿


